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る
指
標
だ
。

特
徴
的
な
の
が
、
１
９
５
３
年
に

開
学
し
た
国
際
基
督
教
大
学
（
Ｉ
Ｃ

Ｕ
）
だ
。
Ｊ
Ｐ
モ
ル
ガ
ン
出
身
で
自

身
も
卒
業
生
の
新
井
亮
一
常
務
理
事

（
55
）が
言
う
。

「
う
ち
で
は
教
育
研
究
活
動
で
の
収

支
は
常
に
赤
字
。
そ
れ
を
補
う
た
め

に
リ
ス
ク
を
と
っ
た
資
産
運
用
を
続

け
て
き
た
し
、
原
資
と
な
る
寄
付
も

比
較
的
多
く
集
ま
り
ま
す
」

　

少
人
数
教
育
で
知
ら
れ
、
学
生
１

人
あ
た
り
の
教
育
費
が
か
さ
む
Ｉ
Ｃ

Ｕ
で
は
、
70
年
代
に
得
た
土
地
の
売

却
益
な
ど
を
原
資
に
、
資
産
運
用
を

続
け
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。

「
こ
れ
を
み
て
も
ら
え
れ
ば
、
一
目

瞭
然
で
す
」

　

示
さ
れ
た
の
は
、
経
常
費
用
を
ど

の
よ
う
な
収
入
で
ま
か
な
っ
て
き
た

の
か
を
示
す
グ
ラ
フ
。
開
学
当
初
は

寄
付
金
の
占
め
る
割
合
が
高
か
っ
た

が
、
70
年
代
か
ら
急
激
に
資
産
運
用

に
よ
る
収
入
が
増
え
、
ほ
ぼ
半
分
を

　

受
験
生
や
そ
の
保
護
者
に
と
っ
て

気
に
な
る
の
は
、
や
は
り
受
験
す
る

可
能
性
が
あ
る
大
学
の
経
営
指
標
だ

ろ
う
。
本
来
は
大
学
病
院
の
有
無
、

系
列
校
や
一
貫
校
の
有
無
な
ど
法
人

ご
と
の
収
益
構
造
の
違
い
に
も
留
意

し
て
グ
ル
ー
プ
分
け
す
る
の
が
望
ま

し
い
が
、
読
者
の
利
便
性
を
考
え
、

「
関
関
同
立
」
な
ど
偏
差
値
が
近
く

併
願
対
象
に
な
る
こ
と
が
多
い
大
学

の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
比
較
し
た
。

　

な
お
レ
ー
ダ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
目
盛

り
は
、
今
回
比
較
し
た
33
大
学
の
中

で
、
各
大
学
の
位
置
付
け
を
示
す
相

対
的
な
目
安
だ
。
評
価
が
低
く
て
も
、

国
内
全
て
の
大
学
の
中
で
劣
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

教
育
の
赤
字
運
用
で
補
う

　

早
慶
上
理
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
上
位
校
は
、

い
ず
れ
も
資
産
運
用
力
が
高
い
こ
と

が
分
か
る
。
12
〜
15
ペ
ー
ジ
で
述
べ

た
通
り
、
資
産
運
用
力
は
教
育
環
境

の
充
実
や
成
長
性
を
大
き
く
左
右
す

Ｉ
Ｃ
Ｕ「
運
用
益
で
教
育
」

代
表
的
な
併
願
候
補
グ
ル
ー
プ
を
経
営
指
標
で
比
較

気
に
な
る
人
の
こ
と
は
何
で
も
知
り
た
く
な
る
。そ
れ
は
大
学
も
同
じ
。

偏
差
値
が
近
く
、受
験
先
候
補
と
し
て
比
較
対
象
に
な
り
や
す
い
大
学
に
つ
い
て
七
つ
の
経
営
指
標
で
比
較
し
て
み
よ
う
。

編
集
部

小
田
健
司
、上
栗

崇
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よ
う
に
健
全
性
が
突
き
抜
け
て
い
た

り
と
、
７
角
形
の
形
が
各
大
学
の
経

営
の
方
向
性
を
示
し
て
い
る
。

　

安
定
運
用
を
目
指
す
大
学
が
多
い

中
、
あ
る
大
学
関
係
者
は
「
キ
リ
ス

ト
教
系
の
大
学
は
（
リ
ス
ク
を
と
っ

た
）
資
産
運
用
に
寛
容
な
傾
向
が
あ

る
」
と
指
摘
す
る
。

　

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
イ
エ
ズ
ス
会
の

教
育
理
念
を
持
つ
上
智
大
学
も
、
資

産
運
用
に
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
元
日
興
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
社
長
の
引
間
雅
史
理
事（
64
）に

よ
れ
ば
、
運
用
に
回
し
て
い
る
資
産

は
約
４
８
０
億
円
に
の
ぼ
る
。
上
智

の
直
接
利
回
り
も
１
・
42
％
と
、
今

回
取
り
上
げ
た
大
学
の
中
で
は
高
い
。

し
か
し
、
実
際
の
運
用
資
産
に
対
す

る
収
益
の
過
去
５
年
間
の
平
均
は
さ

ら
に
高
く
、
ト
ッ
プ
だ
っ
た
東
京
理

科
の
３
・
13
％
も
上
回
る
と
い
う
。

　

資
産
構
成
に
つ
い
て
は
、
金
利
が

低
い
債
券
は
60
％
程
度
と
多
く
と
っ

て
い
る
も
の
の
、
株
が
25
％
ほ
ど
と

リ
ス
ク
を
と
っ
た
運
用
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
収
入
全
体
の
う
ち
資
産
運
用

の
占
め
る
割
合
は
「
年
度
ご
と
の
増

減
は
当
然
あ
る
が
、
こ
の
と
こ
ろ
５

〜
10
％
で
推
移
し
て
い
る
。
私
大
の

平
均
よ
り
か
な
り
高
く
、
収
入
に
お

け
る
学
費
の
依
存
度
は
相
対
的
に
低

く
な
る
」（
引
間
理
事
）
と
い
う
。

　

上
智
は
15
年
、
国
内
の
大
学
と
し

て
初
め
て
国
連
が
推
進
す
る
「
責
任

投
資
原
則
」
に
署
名
し
た
。
あ
る
企

業
が
、
環
境
、
社
会
、
企
業
統
治
と

い
っ
た
課
題
を
重
視
し
て
い
る
か
ど

う
か
を
見
極
め
て
投
資
を
判
断
す
る

手
法
だ
。
引
間
理
事
は
言
う
。

「
結
果
的
に
投
資
の
リ
タ
ー
ン
と
社

会
的
リ
タ
ー
ン
の
両
方
を
手
に
入
れ

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
」

投
資
積
極
化
へ
関
学
着
々

　

関
関
同
立
で
は
、
資
産
運
用
力
で

全
体
３
位
だ
っ
た
立
命
館
が
一
歩
リ

ー
ド
。
他
は
東
京
の
ト
ッ
プ
校
に
先

行
を
許
し
て
い
る
も
の
の
、
運
用
力

強
化
に
本
腰
を
入
れ
つ
つ
あ
る
。

　

中
で
も
、
積
極
投
資
へ
の
準
備
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
関
西
学

れ
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
18
年
度
の
直
接
利
回

り
は
１
・
65
％
。
だ
が
現
在
の
価
値

に
合
わ
せ
た
「
時
価
」
で
計
算
す
る

と
「
実
は
マ
イ
ナ
ス
」（
新
井
常
務

理
事
）
と
い
う
。
リ
ス
ク
を
と
っ
た

運
用
の
た
め
、
時
価
は
市
場
環
境
次

第
で
変
化
す
る
。
単
年
度
は
赤
字
で

も
、
過
去
10
年
間
の
時
価
ベ
ー
ス
の

平
均
利
回
り
は
年
率
４
％
弱
。
高
い

運
用
力
で
、
教
育
研
究
活
動
の
赤
字

を
埋
め
て
き
た
。

　

ち
な
み
に
、
現
在
も
学
生
１
人
が

卒
業
す
る
ま
で
に
出
す
赤
字
額
は
約

２
０
０
万
円
と
い
う
。

「
本
来
、
大
学
は
い
か
に
教
育
研
究

に
金
を
使
っ
て
赤
字
を
出
し
て
い
る

か
を
自
慢
す
る
く
ら
い
で
あ
る
べ
き

だ
。
そ
の
赤
字
を
補
う
た
め
の
資
産

運
用
が
う
ち
で
は
極
め
て
重
要
に
な

っ
て
い
る
」（
同
）

上
智
は
４
８
０
億
を
運
用

　

こ
こ
で
チ
ャ
ー
ト
の
見
方
を
確
認

し
て
お
こ
う
。
外
側
に
行
く
ほ
ど
数

値
が
高
い
が
、
き
れ
い
な
７
角
形
が

「
い
い
大
学
」
と
は
限
ら
な
い
。
Ｉ

Ｃ
Ｕ
の
よ
う
に
資
産
運
用
力
と
成
長

性
に
特
徴
が
あ
っ
た
り
、
津
田
塾
の

占
め
る
時
期
が
十
数
年
続
い
た
。
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
い
っ
た
ん
は

資
産
運
用
収
支
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ

た
が
、
こ
の
10
年
ほ
ど
は
ま
た
資
産

運
用
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る
。

　

2
0
1
8
年
度
末
の
資
産
構
成
は
、

多
く
の
大
学
で
比
率
が
高
い
現
金
や

債
券
を
い
ず
れ
も
３
％
に
抑
え
て
い

る
の
に
対
し
て
、
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド

が
40
％
と
突
出
し
て
い
る
。
国
内
大

学
の
平
均
が
２
％
の
株
式
も
、
海
外

株
を
含
む
30
％
に
達
す
る
。

　

大
学
の
決
算
は
取
得
時
の
価
値
を

ベ
ー
ス
に
し
た
「
簿
価
」
で
発
表
さ
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会
に
配
慮
し
た
投
資
に
注
力
す
る
。

環
境
保
護
事
業
向
け
の
債
券
（
グ
リ

ー
ン
ボ
ン
ド
）
や
、
環
境
や
社
会
に

配
慮
す
る
企
業
へ
の「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
」

に
力
を
入
れ
、「
投
資
リ
タ
ー
ン
の

向
上
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
リ
タ
ー

ン
の
向
上
」
も
目
指
し
て
い
る
と
い

う
。

　

同
志
社
は
「
安
全
性
を
重
視
し
た

資
金
運
用
を
行
っ
て
お
り
、
運
用
利

回
り
は
低
く
な
っ
て
い
ま
す
」
と
し

な
が
ら
も
、
現
在
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
か
ら
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、

よ
り
有
利
な
資
産
運
用
を
目
指
し
て

い
る
と
い
う
。

　

対
照
的
に
、
日
東
駒
専
の
４
大
学

や
、
東
西
の
６
女
子
大
（
同
志
社
女

子
は
同
志
社
の
指
標
を
掲
載
）
は
比

較
的
、
安
定
志
向
が
目
立
つ
。

　

神
戸
女
学
院
は
「
リ
ス
ク
資
産
の

運
用
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
状

況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
な
い
」、
専

修
は
「
資
金
運
用
は
積
極
的
に
行
っ

て
い
な
い
。
現
時
点
で
は
国
内
の
銀

行
預
金
を
中
心
と
し
た
運
用
形
態
」

と
説
明
す
る
。

　

各
指
標
を
分
析
し
た
専
修
大
商
学

部
の
小
藤
康
夫
教
授
は
「
小
規
模
な

大
学
で
は
損
失
が
出
た
と
き
の
影
響

が
大
き
く
、
リ
ス
ク
の
高
い
投
資
は

難
し
い
傾
向
が
あ
る
」
と
話
す
。

　

チ
ャ
ー
ト
か
ら
は
、
各
大
学
の
運

が
割
れ
た
。
規
模
（
売
上
高
）
の
明

治
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
（
収
益
性
）
の
立
教
、

健
全
性
（
自
己
資
本
比
率
）
の
学
習

院
、
成
長
性
（
基
本
金
組
入
率
）
の

法
政
、
純
資
産
増
減
率
と
資
産
運
用

力
の
青
山
学
院
。
立
地
、
知
名
度
と

い
っ
た
条
件
に
恵
ま
れ
る
中
、
経
営

の
実
力
も
伯
仲
し
て
い
る
。

　

小
藤
教
授
は
言
う
。

「
今
回
分
析
し
た
33
大
学
は
、
現
状

で
は
十
分
に
安
定
し
た
経
営
を
し
て

い
る
と
言
え
る
。
た
だ
、
10
年
後
に

は
こ
の
中
か
ら
も
、
厳
し
い
経
営
状

態
の
大
学
が
出
る
か
も
し
れ
な
い
。

経
営
指
標
に
注
目
し
て
お
く
必
要
が

あ
る
の
で
す
」

院
だ
。

　

大
寺
将
史
財
務
部
長（
49
）は
「
リ

ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
資
金
運
用

規
定
を
見
直
し
て
安
全
性
を
高
め
た

が
、
教
育
研
究
へ
の
積
極
的
な
投
資

と
財
務
基
盤
の
確
立
の
た
め
、
再
度

の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
」
と
説

明
。
資
産
運
用
以
外
で
も
、
大
口
の

株
式
寄
付
を
財
源
と
す
る
10
億
円
を

第
３
号
基
本
金
に
組
み
入
れ
る
な
ど
、

18
年
度
に
特
殊
要
因
と
し
て
30
億
円

を
基
本
金
に
組
み
入
れ
、
株
式
の
配

当
は
奨
学
金
に
充
て
る
と
い
う
。
純

資
産
の
増
減
率
で
も
全
体
７
位
に
食

い
込
ん
だ
。

　

関
西
は
上
智
と
同
様
、
環
境
や
社

用
に
対
す
る
姿
勢
だ
け
で
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
置
か
れ
て
い

る
経
営
環
境
も
透
け
て
見
え
る
。

　

例
え
ば
日
東
駒
専
は
成
長
性
の
高

さ
が
目
立
つ
。
受
験
生
を
奪
い
合
う

ラ
イ
バ
ル
同
士
だ
け
に
、
都
心
の
キ

ャ
ン
パ
ス
な
ど
へ
の
積
極
的
な
投
資

で
教
育
環
境
の
充
実
を
図
り
、
学
生

を
呼
び
込
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
本
拠
は
同
じ
東
京
で
も
、

ブ
ラ
ン
ド
力
で
勝
る
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ

と
比
べ
る
と
成
長
投
資
に
熱
心
な
の

は
明
ら
か
で
、
競
争
環
境
の
厳
し
さ

が
わ
か
る
。

　

そ
の
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
は
、
６
大
学

で
比
べ
た
中
で
の
各
指
標
の
ト
ッ
プ




